
• 進化する茶の品種
• カンキツの系譜研究が可能にする
新品種開発の加速
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最新の研究成果をわかりやすく楽しく解説
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トピックス カチャカチャTIPS巻頭言

• 新たな時代の到来 • ブドウやナシはどうして
棚栽培にするの？

表紙：「笠原巴旦杏」
かさはらはたんきょう

“杏”（アンズ）とありますが”李”（スモ
モ）品種。赤い梅酒を作ることができ
る「露 茜 」は、笠原巴旦杏×養青梅の
種間雑種。16ページに解説。
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茶業研究監

角川 修
巻頭言

「新
た
な
時
代
の
到
来
」

世
界
で
愛
さ
れ
る
お
茶

茶
は
世
界
中
の
飲

料
で
、
水
の
次
に

「
お

多
く
飲
ま
れ
て
い
ま
す
」
。
お

茶
に
関
す
る
記
事
を
読
む
と
出

て
く
る
一
文
で
す
。
こ
こ
で
の

お
茶
は
、
「
緑
茶
」
、
「
紅

茶
」
、
「
ウ
ー
ロ
ン
茶
」
な
ど
、

植
物
の
チ
ャ
か
ら
製
造
さ
れ
る
お

茶
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
「
日
常

茶
飯
事
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
お
茶
を
飲
む
こ
と
は

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

世
界
の
国
々
で
も
同
様
に
お
茶
は

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

「緑茶」、紅茶」、「烏龍茶」など様々なお茶
が日常茶飯事に飲まれている。
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さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
歴
史
で
茶
が
最

初
に
登
場
す
る
の
は
、
平
安
時
代
で
す
（
九

世
紀
）
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
チ
ャ
の
栽

培
が
京
都
の
寺
で
始
ま
り
ま
し
た
（
十
二

ャ
と
い
う
植
物
の
原
産
地
は
、

中
国
雲
南
省
の
山
岳
部
と
推
定

世
紀
）
。
そ
の
後
、
安
土
桃
山
時
代

に
「
茶
の
湯
」
が
大
成
し
（
十
六
世

紀
）
、
江
戸
時
代
に
「
手
も
み
煎

茶
」
が
茶
産
地
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
（
十
八
世
紀
）
。
そ
し
て
江
戸

時
代
末
期
の
開
国
に
よ
り
、
茶
は
生

チ
二
次
世
界
大
戦
後
、
高
度
成
長

期
に
入
る
と
茶
の
国
内
需
要
が

日
本
の
茶
業
の
移
り
変
わ
り

第
増
大
し
、
輸
出
向
け
か
ら
国
内
向
け
の
生

産
に
転
換
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

は
、
機
械
や
電
子
制
御
技
術
の
発
展
に
よ

り
、
茶
の
栽
培
・
加
工
技
術
も
、
手
作
業
か

ら
機
械
化
、
自
動
化
、
人
工
知
能
化
へ
と

開
発
が
進
み
、
少
人
数
で
茶
が
生
産
で
き

る
シ
ス
テ
ム
へ
と
発
展
し
ま
し
た
（
二
十
世

成
に
入
る
と
生
活
ス
タ
イ
ル
が

変
化
し
、
急
須
で
お
茶
を
飲

平
む
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
、
十
年
ほ
ど

前
か
ら
、
急
須
で
飲
む
リ
ー
フ
茶
よ
り

も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
緑
茶
ド
リ
ン

ク
の
方
が
多
く
飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（二
十
一
世
紀
）。

糸
と
と
も
に
重
要
な
輸
出
品
と
な
り
、
明

治
時
代
か
ら
大
正
時
代
、
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
茶
の
生
産
は
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い

き
ま
し
た
（十
九
世
紀
）。

紀
）。

自動で走行するロボット茶園管理機
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農
研
機
構
は
、
昨
年
か
ら
農
業
経

営

体

に
ス
マ
ー

ト

技

術

を

導
入
・
実
証
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
大
規
模

茶
業
経
営
体
を
舞
台
と
し
て
、
多
目
的

ス
マ
ー
ト
潅
水
技
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
茶
園
管

理
体
系
、
デ
ー
タ
の
一
元
化
と
「
見
え
る

化
」
の
実
証
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
私
た
ち
が
現
地
で
ス
マ
ー
ト
技

術
を
導
入
し
て
い
る
様
子
が
、

Y
ou

T
u
b
e

動
画
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

外
の
茶
業
関
係
者
の
講
演

で
「
こ
れ
か
ら
の
消
費
は
、

ネ
ッ
ト
検
索
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
情
報
を
見

つ
け
出
し
、
自
ら
も
情
報
を
発
信
す
る

世
代
の
よ
う
で
す
。
消
費
に
関
す
る
価

値
観
も
「
モ
ノ
」
よ
り
も
「
コ
ト
」
の
ほ
う

に
興
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。
講
演
の
ポ

イ
ン
ト
は
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が
興
味
を

持
つ
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
研
究
に

お
い
て
も
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

海
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が
け
ん
引
す
る
」
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ミ
レ
ニ
ア
ル
は

千
年
紀
の
意
味
で
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

と
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
成
人
あ
る
い

は
社
会
人
に
な
る
世
代
、
つ
ま
り
生
ま

れ
た
時
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が
身
近

に
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
よ
う
な
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
一
方
向
情
報
を
受

け
取
る
世
代
と
は
違
い
、
イ
ン
タ
ー

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

1）

スマホで作業記録
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茶業研究監
農業機械を専門とし、製茶機械の自動化や茶園

管理機の利用技術の開発に携わってきました。
FAO（世界食糧機関）の「茶に関する政府間グ
ループ」会議やISO（国際標準化機構茶）の茶分
科委員会などに、日本代表として出席。令和元年
より研究代表者としてスマート農業実証プロジェ
クト（茶業、鹿児島実証）を推進しています。

すみかわ・おさむ

〇
二
〇
年
は
世
界
的
に
歴
史

に
残
る
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
新
た
な
時
代
へ

二
世
界
中
の
多
く
の
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
時
代
に

も
「
お
い
し
い
お
茶
」
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

研
究
開
発
目
標
の
議
論
を
加
速
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

1）ひ
ろ
が
る
ス
マ
ー
ト
農
業
【鹿
児
島
県
・お
茶

編
】

h
ttp

s://w
w
w
.y
ou

tu
b
e.com

/w
atch

?v
=o

i

20J-y
m
Jb

Y

め
外
出
禁
止
や
封
鎖
措
置
が
取
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。
今
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
収
ま
り
、
世

界
の
経
済
も
回
復
に
向
か
う
で
し
ょ
う
が
、

都
市
へ
の
人
口
集
中
の
リ
ス
ク
や
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
脆
弱
性
な
ど
が
議
論
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
日

常
や
生
活
様
式
、
価
値
観
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
在
宅
す
る
こ
と

が
増
え
て
、
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
楽
し

む
時
間
が
増
え
る
よ
う
な
予
感
が
し
ま

す
。嗜

好
品
で
あ
る
お
茶
。
今
後
の

消
費
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
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「
進
化
す
る
茶
の
品
種
」

茶
が
中
国
か
ら
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
て
約
１
０
０
０
年
、

今
や
日
本
を
代
表
す
る
嗜
好
作
物
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、明
治
期
に
選
択
さ
れ
た
品
種「
や
ぶ
き
た
」が

全
栽
培
面
積
の
約

72
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
１
０
０
年
の
間
に
新
品
種
の
開
発
も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、そ
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

根
角
厚
司

が
国
で
茶
栽
培
が
開
始
さ
れ
た

時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま

わ

す
が
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代

初
期
に
か
け
て
唐
や
宋
に
留
学
し
た
僧

侶
た
ち
が
持
ち
帰
っ
た
茶
の
種
子
が
寺

院
に
播
か
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
約
１
０
０
０
年
の
時

を
経
て
、
茶
の
栽
培
地
域
は
雪
国
の
秋

田
県
や
新
潟
県
か
ら
亜
熱
帯
の
沖
縄
県

ト
ピ
ッ
ク
ス

初
期
の
茶
園
は
各
地
特
有
の
特
性
を
持
っ
た
茶
が

栽
培
さ
れ
て
い
た
。

農研機構が開発した茶の新品種を紹介する
「茶品種ハンドブック(第５版)
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity
_report/publication/pamphlet/kind-
pamph/078757.html
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え
ば
、
雪
深
い
新
潟
県
村
上
市
で
は

江
戸
時
代
初
期
か
ら
茶
栽
培
が
始

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
葉
が

小
さ
く
、
樹
高
が
低
い
茶
樹
が
寒
さ

と
積
雪
の
中
で
生
き
残
り
、
村
上
在

来
種
と
言
わ
れ
る
特
有
の
集
団
と
な

り
ま
し
た
（
写
真
１
）
。

多
田
元
吉
ら
を
紅
茶
の
大
生
産
国
で

あ
っ
た
イ
ン
ド
や
中
国
に
派
遣
し
、
紅

茶
に
関
す
る
情
報
収
集
と
生
産
地
か

ら
の
種
子
の
導
入
を
図
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
で
知
ら

れ
る
メ
チ
ル
化
カ
テ
キ
ン
高
含
有
品
種

「
べ
に
ふ
う
き
」
の
育
成
に
は
、
多
田
ら

が
紅
茶
生
産
の
た
め
に
導
入
し
た
実
生

後
代
が
交
配
親
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

に
ま
で
広
が
り
、
日
本
を
代
表
す
る
嗜

好
作
物
と
な
り
ま
し
た
。
各
地
で
播
か

れ
た
種
子
を
も
と
と
す
る
集
団
か
ら

は
、
自
然
淘
汰
や
人
為
的
な
淘
汰
に

よ
っ
て
そ
の
地
域
の
気
候
や
風
土
に
適

し
た
茶
樹
が
残
り
、
地
域
特
有
の
特
性

を
有
し
た
、
い
わ
ゆ
る
○
○
在
来
種
と

い
わ
れ
る
集
団
を
形
成
し
ま
し
た
。
例

トピックス

写真１ 新潟県村上市の在来茶園

明
治
以
降
に
な
っ
て
、緑
茶
や
紅
茶
の
優
良

品
種
の
選
抜
や
導
入
が
盛
ん
と
な
っ
た
。

明
治
維
新
以
降
、
茶
は
わ
が
国

の
主
要
な
輸
出
作
物
と
な
り

ま
し
た
が
、
世
界
の
茶
産
地
と
の
競

争
に
さ
ら
さ
れ
、
安
定
し
た
品
質
や

収
量
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

世
界
の
茶
消
費
の
主
流
は
紅
茶
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
貨
獲
得
の
た
め

に
良
質
な
紅
茶
生
産
の
必
要
に
も
迫

ら
れ
、
明
治
政
府
は
幕
臣
で
あ
っ
た
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真
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緑
茶
に
お
い
て
も
、
静
岡
や
宇
治
で
品

種
探
し
運
動
が
盛
ん
と
な
り
、
篤
農
家

ら
に
よ
っ
て
在
来
茶
園
（
写
真
２
）
の

中
か
ら
優
れ
た
茶
樹
が
数
多
く
選
抜
さ

れ
ま
し
た
。
本
誌

14
の
巻
頭
言
に
紹

介
し
た
と
お
り
、
当
時
の
茶
園
は
現

在
の
よ
う
に
単
一
品
種
で
構
成
さ
れ

た
ク
ロ
ー
ン
集
団
（
品
種
茶
園
）
で

は
な
く
、
様
々
な
特
性
を
持
つ
個
体

の
寄
せ
集
め
だ
っ
た
の
で
す
。

トピックス

写真２ 静岡県川根町の品種茶園（左）および京都府宇治市（右）の在来茶園

「
や
ぶ
き
た
」一
品
種
の
寡
占
と

多
様
な
新
品
種
へ
の
期
待
。

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

品種化率

全茶園に占める「やぶきた」比率

全
茶
園
に
占
め
る
割
合
（
％
）

図１ 品種化率および「やぶきた」比率の推移

現
在
、
全
国
の
茶
栽
培
面
積
の

約
72
％
を
占
め
る
「
や
ぶ
き

た
」
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
静
岡
市
の

杉
山
彦
三
郎
翁
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た

も
の
で
す
。
「
や
ぶ
き
た
」
は
１
９
９
５
年

に
は
全
品
種
茶
園
の
86
％
（
全
茶
園
の

約
74
％
）
に
達
し
、
一
品
種
寡
占
状
態

に
な
り
ま
し
た
（図
１
）
。
「
や
ぶ
き
た
」

が
こ
こ
ま
で
普
及
し
た
の
は
、
当
時
の
品

種
の
中
で
は
、
国
内
で
広
く
栽
培
が
可

能
で
、
品
質
も
優
れ
て
い
た
こ
と
が
一

No.
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２

図
１



番
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

方
で
一
品
種
寡
占
状
態
に
よ
り
病
虫
害
の

多
発
や
味
の
画
一
化
が
進
み
、
近
年
の
多

様
化
し
た
消
費
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
難
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
側

で
は
、
一
番
茶
期
の
作
業
の
集
中
に
よ
る

労
働
過
重
も
大
き
な
問
題
と
し
て
顕
在
化

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
農
研
機
構
で
は
、

交
雑
育
種
に
よ
り
耐
病
性
に
優
れ
早
晩
性

が
異
な
る
品
種
の
開
発
を
進
め
、
「
さ
え

み
ど
り
」
、
「
は
る
み
ど
り
」
、
「
そ
う

ふ
う
」
な
ど
個
性
豊
か
な
品
種
を
育
成
し

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
消
費
者
だ
け
で
な

く
ド
リ
ン
ク
メ
ー
カ
ー
や
食
品
メ
ー
カ
ー

の
ニ
ー
ズ
、
海
外
輸
出
対
応
、
国
民
の
健

康
へ
の
寄
与
を
目
指
し
て
、
耐
病
性
・
高

品
質
・
多
収
の
「
さ
え
あ
か
り
」
、
香
味

に
特
徴
の
あ
る
「
き
よ
か
」
、
抹
茶
や
粉

末
茶
適
応
性
が
高
い
「
せ
い
め
い
」
、
健

康
機
能
性
成
分
を
豊
富
に
含
有
す
る
「
サ

ン
ル
ー
ジ
ュ
」
や
「

」

ど
、
多
様
な
品
種
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

トピックス

図２ 農研機構育成品種の系譜（上段：なんめい、下段：せいめい）

M
K
6
5
0
1
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系
譜
を
探
っ
て
楽
し
む
お
茶
の
新
品
種
！

昨
年
、
農
研
機
構
果
樹
茶
業
研

究
部
門
茶
業
研
究
領
域
（
旧

農
水
省
茶
業
試
験
場
）
は
開
設
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
茶
の
品
種
育

成
に
は
約
20
年
を
要
し
ま
す
が
、
茶
の

品
種
は
こ
の
１
０
０
年
で
着
実
な
進
化

を
遂
げ
て
い
ま
す
。
在
来
実
生
茶
園
か

ら
選
抜
さ
れ
た
「
や
ぶ
き
た
」
を
第
一

世
代
と
す
る
と
、
現
在
は
第
4
世
代

の
品
種
ま
で
選
抜
さ
れ
、
品
質
や
収

量
だ
け
で
な
く
、
耐
病
虫
性
や
新
た

な
用
途
へ
の
対
応
な
ど
、
大
き
な
進
化

を
遂
げ
て
い
ま
す
（
前
ペ
ー
ジ
図
２
）
。

最
近
で
は
、
品
種
茶
専
門
店
や
喫
茶

店
で
の
品
種
茶
の
提
供
も
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
、
新
品
種
の
お
茶
と
出
会

う
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
品
種

茶
と
出
会
っ
た
時
、
品
種
の
系
譜
を
た

ど
っ
て
い
た
だ
け
る
と
進
化
の
過
程
が

わ
か
り
、
一
層
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
農
研
機
構

で
育
成
さ
れ
た
最
近
の
茶
品
種
に
関

す
る
情
報
は
、
「
茶
品
種
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
第
5
版
）
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
左
の

U
R
L

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Frruit & Tea Times No.14

茶品種ハンドブック（第5版）

私は幸運にも研究生活の大部分を茶の品種改良に携わ
らせていただき、「さえみどり」、「べにふうき」、
「はるみどり」、「そうふう」、「しゅんたろう」、
「なんめい」、「さえあかり」、「サンルージュ」、
「せいめい」、「MK5601」、「きよか」、「かなえま
る」など、多くの品種育成に関わることができました。
これらの品種は、多くの先輩・後輩研究者、サポートス
タッフや府県の育種担当者、時には民間企業の協力を得
て育成されました。みんなの思いが詰まったそれぞれの
品種が、少しでも早く世の中の役に立つよう、普及にも
力を入れていきたいと思います。

ねすみ・あつし

枕崎研究調整監
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図
２

http://www.naro.affrc.go.jp/
publicity_report/publication
/laboratory/nifts/fruit_tea_t
imes/131195.html

https://www.naro.affrc.go.j
p/publicity_report/publicati
on/pamphlet/kind-
pamph/078757.html

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/nifts/fruit_tea_times/131195.html
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/nifts/fruit_tea_times/131195.html
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/kind-pamph/078757.html
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/kind-pamph/078757.html


カ
ン
キ
ツ
類
に
は
１
５
０
種
以
上
の
品
種
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
ゲ
ノ
ム
研
究
の
結
果
、こ
れ
ら
が

少
数
の
祖
先
品
種
の
交
雑
の
繰
り
返
し
で
発

生
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、ゲ
ノ
ム
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ

た
日
本
在
来
の
カ
ン
キ
ツ
類
の
系
譜
と

そ
れ
に
基
づ
く
品
種
開
発
の
加
速
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

ン
キ
ツ
の
祖
先
は
約
９
０
０

万
年
前
に
中
国
南
東
部
か
ら

カ

発
生
し
、
そ
の
後
造
山
運
動
や
気
候

変
動
の
影
響
を
受
け
て
徐
々
に
ア
ジ

ア
各
地
に
伝
搬
し
、
約
６
０
０
万

年
前
に
は
現
在
の
品
種
に
つ
な
が

る
10
の
祖
先
種
が
分
化
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す

ト
ピ
ッ
ク
ス

茶の花

カ
ン
キ
ツ
品
種
の
成
り
立
ち
を
探
る

図１ 主要な10のカンキツ祖先種の発生と伝播
Wuら（2018）より

「カンキツの系譜研究が可能

にする新品種開発の加速」
清 水 徳 朗

イ
ン
ド
北
東
部
に
か
け
て
の
地
域
で

シトロン

タチバナ

キンカン

ライム

マンダリン

パペタ

オーストラリア
ライム（３種）
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（
図
１
）
。

1
図



サ
ク
、
ナ
ツ
ミ
カ
ン
な
ど
日
本

国
内
で
発
見
さ
れ
た
品
種
の
来

歴
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
し
た
が
、

我
々
は
高
精
度
な

マ
ー

カ
ー
解
析
を
も
と
に
22
の
在
来

品
種
の
両
親
品
種
を
特
定
す
る

と
と
も
に
、
40
以
上
の
品
種
の

片
親
も
特
定
し
（
図
２
）
、
少

数
の
基
幹
品
種
（
図
３
）
が
数

回
交
雑
す
る
こ
と
で
多
様
な
カ

ン
キ
ツ
品
種
が
生
み
出
さ
れ
て

き
た
こ
と
を
解
明
し
ま
し
た
。

写真１ 新潟県村上市の在来茶園

そ
の
よ
う
な

祖
先
種
の
中

で
、
主
に
ア
ジ

ア
各
地
に
分

布
し
た
、
小
さ

く
て
手
で
果

実
の
皮
を
む

け
る
マ
ン
ダ
リ

ン
と
、
大
き
く

て
皮
が
厚
く

芳
香
を
放
つ

トピックス

図３ 現在のカンキツ在来品種の親と
なった基幹品種の果実横断面
果実の大きさだけでなく、皮の厚さや
むきやすさ、皮や果肉の色、種子の多
さや香り、糖度や酸含量などがさまざ
まに変化している
左下スケールの最小目盛は1cmに相当

図２ 紀州ミカンに由来する主な品種の系譜
キシュウミカンとその主要な後代品種の果実横断面
右下白線は2cm（果実の大きさを示すため）。？は現時点では特定されていない不明の品種

ブ
ン
タ
ン
と
の
交
雑
か
ら
、

ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
や
ポ
ン

カ
ン
、
ダ
イ
ダ
イ
な
ど
の

品
種
が
生
ま
れ
、
ま
た
紡

錘
状
で
果
実
が
特
徴
的
な

香
気
を
も
つ
シ
ト
ロ
ン
が
、

マ
ン
ダ
リ
ン
や
ダ
イ
ダ
イ

と
交
雑
す
る
こ
と
で
、
レ
モ

ン
や
ラ
イ
ム
な
ど
の
品
種

が
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ

カ
ン
や
イ
ヨ
、
カ
ボ
ス
、
ハ
ッ

D
N
A
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図
２

図
３



トピックス

-７-

キシュウ

クネンボ
ヤツシロウンシュウ

シュンコウカンソ連タンゼロ

カワバタ

2 cm

少
数
の
品
種
か
ら
多
様
な
カ
ン
キ
ツ
品
種
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た

在
も
８
世
紀
に
植
え
ら
れ
た
樹
が

残
っ
て
い
る
日
本
最
古
の
カ
ン
キ

の
系
譜
解
析
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
ク
ネ
ン
ボ
は
キ
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
と
再
度
交

雑
す
る
こ
と
で
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
と
ヤ
ツ
シ

ロ
を
生
み
出
し
（図
４
）
、
さ
ら
に
ク
ネ
ン
ボ

か
ら
は
ハ
ッ
サ
ク
や
ケ
ラ
ジ
、
カ
イ
コ
ウ
カ
ン

（
海
紅
柑
）
な
ど
の
品
種
が
生
ま
れ
（図
５
）
、
カ

イ
コ
ウ
カ
ン
か
ら
は
イ
ヨ
（
伊
予
柑
）
や
サ
ン
ボ

ウ
カ
ン
（
三
宝
柑
）
、
ヤ
マ
ブ
キ
な
ど
の
品
種
が

生
ま
れ
ま
し
た
（
図
６
）
。
タ
チ
バ
ナ
は
国
内

最
古
の
カ
ン
キ
ツ
と
言
わ
れ
、
従
来
は
１
種
の
み

現
ツ
の
一
つ
で
あ
る
キ
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
か
ら
、
ナ

ツ
ミ
カ
ン
や
フ
ク
レ
ミ
カ
ン
、
ク
ネ
ン
ボ
な
ど

多
く
の
品
種
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
品
種

ウンゾキカブチー

クネンボ

カイコウカンキンコウジヒョウカン

ケラジ
ハッサクアサヒカン

図５ クネンボとその後代品種の果実断面

図４キシュウミカンとクネンボの主な後代品種の果実横断面
一回の交雑でも多くの特性が大きく変化していることがわかる

？

？

？

？ ？

カイコウカンダンシー 紀州ミカン

イヨ サンポウカン アンドウカン

ヤマブキ ユークニブ

図６ カイコウカンとその後代品種の果実横断面 -12-
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と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
系
譜
の
解
析

か
ら
、
少
な
く
と
も
３
種
あ
り
、
ヒ
ュ
ウ
ガ

ナ
ツ
や
ハ
ナ
ユ
、
オ
ウ
ゴ
ン
カ
ン
な
ど
の
親

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た

（
図
７
）
。
現
在
の
多
様
な
品
種
が
少
数
の

品
種
の
数
回
の
交
雑
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
す
。

トピックス

図７３つのタチバナ系統とその後代品種の果実横断面

カ
ン
キ
ツ
新
品
種
開
発
に
品
種
系
譜
を
活
か
す

ン
キ
ツ
の
育
種
で
は
優
良
品
種

を
交
雑
し
、
そ
の
中
か
ら
さ
ら
に

測
は
難
し
く
、
選
抜
に
も
膨
大
な
労
力
が
必

要
で
し
た
。
解
明
さ
れ
た
系
譜
か
ら
は
、
優
れ

た
品
種
を
生
み
出
す
上
で
は
交
雑
を
繰
り
返

す
よ
り
も
品
種
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
で
あ

る
こ
と
や
、
在
来
品
種
を
生
み
出
し
た
品

種
の
交
雑
を
再
現
す
る
こ
と
で
ウ
ン
シ
ュ

ウ
ミ
カ
ン
や
イ
ヨ
な
ど
経
済
的
に
も
重

要
な
品
種
を
改
良
で
き
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
、
交
配
計
画
の
効
率
化
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
イ
コ
ウ

カ
ン
や
タ
チ
バ
ナ
な
ど
、
育
種
で
は
こ
れ

ま
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
品
種
を
親
と

す
る
こ
と
で
、
新
奇
な
特
性
を
備
え
た
品
種

が
育
成
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

25年以上にわたってカンキツ
のゲノム解析と育種利用に取り
組み、現在は在来品種の系譜を
利用した育種効率化の新たなア
プローチ「カンキツ育種2.0」
を提唱して取り組んでいます。
スキー（SAJ 1級）、スキュー
バダイビング（PADI MSD）を嗜
み、晴れた日にはロードバイク
で出かけています。

しみず・とくろう

カンキツゲノムユニット
上級研究員

カ優
れ
た
雑
種
個
体
を
選
抜
し
て
品
種

を
育
成
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
が
、
得
ら
れ
る
個
体
の
特
性
の
予

タチバナ-A タチバナ-B タチバナ-C

ユズ

ハナユ ヒュウガナツ ギリミカン

？ ？

ら
、
こ
れ
ら
の
品
種
を
新
た
に
交
配
親
と
し

て
利
用
す
る
な
ど
、
解
明
さ
れ
た
カ
ン
キ
ツ

の
系
譜
は
育
種
の
効
率
化
と
新
品
種
の
開
発

に
既
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
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オウゴンカン

図
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図
７



回

答

さ
ん
は
果
樹
園
で
金
属
製
の
ワ
イ

ヤ
ー
が
格
子
状
に
張
ら
れ
た
様
子

皆を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は

ニ
ホ
ン
ナ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
な
ど
の
栽
培
に
使
わ
れ
、

こ
の
ワ
イ
ヤ
ー
に
果
樹
の
枝
を
誘

引
し
て
棚
栽
培
（
平
棚
栽
培
、写

真
１
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は

そ
れ
ら
の
果
樹
で
は
な
ぜ
棚
栽
培

を
す
る
の
か
？

そ
の
疑
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

写真１ ニホンナシの平棚栽培

ず
、
大
前
提
と
し
て
、
ブ
ド
ウ

や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
つ
る
性

ま植
物
の
た
め
、
自
立
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
、
支
え
と
な
る
支
柱
や
枝
を
誘
引
す

る
棚
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
で
は
、
つ
る

性
で
な
い
ニ
ホ
ン
ナ
シ
で
は
な
ぜ
棚
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
知
ら
れ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
ニ
ホ
ン
ナ
シ
は
本
来
、
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高
木
性
の
果
樹
で
放
任
し
て
お
く
と
樹

高
は
10
～
15
ｍ
に
も
達
し
ま
す
（写
真

２
）
。
管
理
し
や
す
い
よ
う
に
樹
を
低
く

切
り
詰
め
る
だ
け
で
は
、
収
穫
量
が
極

端
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
収
穫
期
は
台
風
が
襲
来
す

る
季
節
で
強
風
に
よ
る
落
果
も
大
き
な

問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
手
が
届
く
高
さ
で

品
質
の
良
い
果
実
を
十
分
収
穫
す
る
た
め

に
考
案
さ
れ
た
の
が
棚
栽
培
で
す
。
ニ
ホ
ン

ナ
シ
の
棚
栽
培
は
我
が
国
特
有
の
栽
培
法

と
さ
れ
、
今
か
ら
２
０
０
年
以
上
前
の
文

献
に
、
棚
栽
培
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

立
つ木

仕
立
て
や
ブ
ド
ウ
な
ど
で
行

わ
れ
て
い
る
垣
根
仕
立
て
に
対

写真２ ニホンナシの放任樹（高木化）
花が満開で見事です。

し
て
、
棚
栽
培
の
有
利
な
点
は
、
①
棚
面

に
沿
っ
て
枝
を
水
平
に
配
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
葉
が
平
面
的
に
配
置
さ
れ
、
太
陽

光
を
効
率
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
②
生
育
期
に
新
梢
が
必
要
以
上
に

伸
び
る
の
を
抑
制
で
き
る
の
で
結
実
や

果
実
肥
大
が
良
く
な
る
、
等
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。理

の
面
か
ら
も
、
③
枝
や
果
実

が
見
や
す
い
た
め
、
収
穫
や
剪

管定
等
の
作
業
効
率
が
良
い
、
④
枝
が
棚
に

固
定
さ
れ
る
の
で
、
台
風
の
被
害
（
落
果
、

果
実
や
枝
と
の
衝
突
に
よ
る
傷
果
発
生
、

枝
折
れ
、
樹
の
倒
壊
）
が
軽
減
さ
れ
る
、

⑤
適
度
な
高
さ
に
枝
梢
が
配
置
さ
れ
る

た
め
、
作
業
に
脚
立
を
必
要
と
せ
ず
効

率
が
上
が
る
、
⑥
枝
葉
の
高
さ
が
一
定
で

面
積
あ
た
り
の
葉
数
が
あ
る
程
度
そ
ろ
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栽
培
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
常
に
棚
面
に
向
か
っ
た

棚 う
こ
と
か
ら
、
薬
剤
を
無
駄
な
く
均

一
に
散
布
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
、

⑦
果
実
が
地
面
か
ら
離
れ
る
の
で
、

果
実
の
汚
れ
が
少
な
い
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

上
向
き
で
の
作
業
を
強
い
ら
れ
る
た

写真３ 腕上げ作業補助器具（商品名
「腕楽っく」：農研機構・株式会社
ニッカリ共同開発）

め
、
腕
や
肩
に
疲
労
が
蓄
積
す
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
負
担
の
軽
減
の
た
め

に
腕
上
げ
作
業
補
助
器
具
（写
真
３
）
等

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
棚
の
設

置
は
コ
ス
ト
が
大
き
い
こ
と
が
生
産
者
に

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
品
質
の
安
定
化
・

向
上
や
作
業
性
・
生
産
性
の
改
善
が
可
能

な
た
め
、
棚
栽
培
は
カ
キ
や
ス
モ
モ
、
オ
ウ

ト
ウ
（
さ
く
ら
ん
ぼ
）
な
ど
、
様
々
な
樹
種

へ
の
適
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

「露茜」は、農研機構がスモモとウメを掛
け合わせて育成したウメ品種です。露 茜

つゆあかね

果皮の色が赤いだけでなく、果肉も鮮やかな紅色になります。
酸味が多く、生で食べるには向きませんが、梅酒や梅ジュース、
梅ジャムにすると綺麗な紅色になります。和歌山県、大分県、
茨城県、熊本県などで生産されています。交配親のスモモ品種
「笠原巴旦杏（かさはらはたんきょう）」の写真は、表紙をご
覧ください。
より詳しいことが知りたい方は、下記をご覧ください。

http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/nifts/tsuyuakane/index.htmlジュース 梅酒
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編
集
後
記

今

ヨ
ッ
シ
ー

年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
家
じ
ゅ
う
の
片

づ
け
と
庭
木
の
剪
定
、
草
取
り
な
ど
を
し
て
過

ご
し
ま
し
た
。
玄
関
わ
き
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
の
香

り
に
誘
わ
れ
て
、
マ
メ
コ
ガ
ネ
が
大
量
に
飛
来
し
て
い
る

の
に
気
づ
き
ま
し
た
。
体
長
1
㎝
程
度
の
金
属
光
沢
の

あ
る
甲
虫
で
、
花
弁
の
奥
に
潜
り
込
ん
で
食
い
荒
ら
し
、

せ
っ
か
く
咲
い
た
花
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
花

に
殺
虫
剤
を
か
け
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
半
日
が
か
り

で
中
の
虫
を
割
り
箸
で
掻
き
出
し
て
捕
ら
え
ま
し
た
。

庭
の
草
取
り
も
終
わ
る
こ
ろ
、
刈
り
取
っ
た
雑
草
の
山

の
中
に
い
た
ダ
ニ
（
多
分
、
マ
ダ
ニ
）
に
ズ
ボ
ン
の
上
か
ら

刺
さ
れ
、
太
も
も
の
内
側
が
真
っ
赤
に
腫
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ひ
ど
い
目
に
も
あ
い
ま
し
た
が
、
き
れ
い
に

な
っ
た
庭
と
剪
定
し
た
枝
や
雑
草
の
山
を
眺
め
、
そ
れ

な
り
の
達
成
感
を
味
わ
え
た
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
週
間
で
し

た
。
こ
れ
も
家
で
で
き
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
で
す
。
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